
聞きし者、皆、牧者が語りし

事を奇とせり。惟、マリヤは

此等の言を悉くその心に蔵め

て、之を守れり。 

           （ルカ2:18、19） 

彼の母は此等の言を悉くその

心に蔵めたり。（ルカ3:51） 
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心
の
中
に
「
引
き
出
し
」
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
お
こ
う
。
そ
し
て
そ
の
中
に
「
わ

か
ら
な
い
こ
と
」
を
入
れ
て
お
こ
う
。 

 

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
」
に
は
二
種
類
あ

る
。
一
つ
目
は
「
知
識
」
と
し
て
知
ら
な

い
こ
と
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
。
言
葉
の

意
味
と
か
関
連
性
と
か
構
造
と
か
。
し
か

し
今
、
わ
か
ら
な
く
て
も
、
や
が
て
わ
か

る
時
が
来
る
。
二
つ
目
は
「
人
生
」
に
お

け
る
体
験
と
し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
な
ぜ
私
が
苦
し
む
の
か
。
ど
う
し
て

こ
ん
な
こ
と
を
味
わ
う
の
か
。
こ
の
出
来

事
が
起
こ
っ
た
意
味
と
は
何
か
。
そ
れ
ら

が
す
ぐ
に
理
解
で
き
な
く
て
も
、
い
つ
か

必
ず
「
あ
あ
、
あ
れ
は
、
こ
う
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
か
」
と
ス
ト
ン
と
心
の
底
に
落

ち
る
時
が
来
る
。
だ
か
ら
、
「
わ
か
ら
な

い
こ
と
」
を
棄
て
る
の
で
は
な
く
、
か
と

い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
目
の
前
に
於
い
て

悩
む
の
で
は
な
く
、
心
の
引
き
出
し
に
し

仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 
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台
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仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

ことば ことごと おさ 

ただ き 

ことば 

ま
っ
て
お
こ
う
。
で
き
れ
ば
表
に
ラ
ベ
ル
を

貼
っ
て
、
す
ぐ
に
取
り
出
し
た
り
、
ま
た
し

ま
っ
た
り
で
き
る
と
よ
い
。 

 

私
た
ち
の
信
仰
の
最
高
の
模
範
で
あ
る
生
神

女
マ
リ
ヤ
も
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
「
心
に

蔵
め
た
」
の
で
あ
る
。
イ
イ
ス
ス
を
童
貞
の
ま

ま
産
み
羊
飼
い
た
ち
の
礼
拝
を
受
け
た
時
、
そ

し
て
ま
た
十
二
才
の
イ
イ
ス
ス
が
神
殿
で
行
方

不
明
に
な
っ
て
心
配
し
て
探
し
た
時
、
こ
う
し

た
理
解
に
苦
し
む
出
来
事
や
言
葉
を
、
マ
リ
ヤ

は
「
心
に
蔵
め
た
」
の
で
あ
る
。
「
蔵
め
る
」

と
は
心
の
中
に
気
を
付
け
て
守
り
保
っ
て
お
く

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
マ
リ
ヤ
に
も
心

の
引
き
出
し
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

生
神
女
マ
リ
ヤ
は
、
恐
ら
く
ハ
リ
ス
ト
ス
が

復
活
し
た
時
に
、
よ
り
明
確
に
は
聖
神
が
降
臨

し
た
時
に
、
こ
れ
ら
の
意
味
を
悟
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
れ
ま
で
30
年
は
経
過
し
て
い
る
。 

 

旧
約
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
売
ら
れ
た
イ
オ
シ

フ
が
、
兄
弟
た
ち
を
赦
す
言
葉
を
発
す
る
ま
で

約
40
年
か
か
っ
て
い
る
（
創
世
記
50:

20
）
。 

 

答
え
が
見
つ
か
る
ま
で
短
い
時
も
あ
れ
ば
長

い
年
月
の
時
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
神
様
か

ら
答
え
が
与
え
ら
れ
る
そ
の
時
ま
で
、
心
の
引

き
出
し
に
蔵
め
て
お
こ
う
。
（
Ｄ
） 

ことごと 

おさ 
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7
月
27 
日
（
日
）
、
「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
教
会

学
校
修
養
会
」
が
、
昨
年
と
同
じ
く
盛
岡
正
教

会
の
夏
休
み
子
供
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
形
で

開
催
さ
れ
た
。
去
年
よ
り
参
加
者
が
多
く
、
管

轄
区
教
会
以
外
と
し
て
は
盛
、
石
巻
、
涌
谷
な

ど
か
ら
合
計
約
40
名
も
の
子
供
と
大
人
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
ス
イ
カ
割
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

水
口
神
父
も
仙
台
の
聖
体
礼
儀
の
後
、
新
幹
線

に
乗
っ
て

途
中
参
加

し
、
盛
会

と
な
っ
た

教
区
行
事

を
味
わ
う

こ
と
が
で

き
た
。
天

候
に
も
恵

ま
れ
、
楽

し
い
ひ
と

時
と
な
っ

た
。 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
教
会
学
校
夏
季
修
養
会 

離
任
の
あ
い
さ
つ 

長
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明 

着
任
の
あ
い
さ
つ 

 
司
祭
ル
カ
田
畑
隆
平 

 
こ
の
度
、
石
巻
正
教
会
へ
転
任
と
な
り
ま

し
た
。
仙
台
正
教
会
へ
は
２
０
１
９
年
の
秋

に
赴
任
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
が

蔓
延
し
、
教
会
活
動

も
思
う
よ
う
に
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
悔

や

ま

れ

ま

す
。
ま

た
、
ワ
シ
リ
イ
加
藤

神
父
様
の
ご
永
眠
、

セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
の
離
仙
に
よ
っ

て
、
私
一
人
で
の
管
轄
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

十
分
な
牧
会
や
啓
蒙
、
宣
教
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
も
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

約
六
年
の
間
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
石
巻
は
距
離
的
に
近
い
の
で
、

様
々
な
機
会
に
再
会
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
お
互
い
に
体
に
気
を
付
け

て
、
元
気
で
お
会
い
し
ま
ょ
う
。 

 

こ
の
度
、
石
巻
教
会
か
ら
赴
任
致
し
ま

し
た
司
祭
の
ル
カ
田
畑
と
申
し
ま
す
。
仙

台
の
よ
う
な
大
き
な
教
会
は
初
め
て
な
の

で
些
か
緊
張
し
て

お
り
ま
す
が
、
規

模
の
大
小
に
関
わ

ら
ず
全
て
の
教
会

は
等
し
く
「
神
の

家
族
」
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
心
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
た
牧
会
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

信
仰
と
い
う
縦
軸
と
、
交
わ
り
と
い
う

横
軸
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
仙
台
、
中
新

田
、
白
河
教
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
立
つ

十
字
架
と
し
て
益
々
福
音
を
証
し
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
お
仕
え
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 



 
石
巻
教
会
に
ご
異
動
と
な
り
ま
し
た
水
口

神
父
様
と
オ
リ
ガ
マ
ト
シ
カ
様
の
送
別
会
を

8

月

10

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、
お
別
れ
の
言

葉
を
送
り
、
神
父

様
へ
記
念
品
、
マ

ト
シ
カ
様
に
は
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
婦

人
会
、
方
舟
会
、
聖
歌
隊
か
ら
も
餞
別
が
贈

呈
さ
れ
、
水
口
神
父
様
か
ら
は
、
仙
台
教
会

赴
任
時
の
ご
苦
労
な
ど
、
6
年
間
を
振
り
返

る
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
リ
サ
ン

プ
大
立
目
兄
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
の
ち
、
聖

歌
隊
に
よ
る
「
群
青
」
の
合
唱
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ス
テ
フ
ァ
ン

高
橋
兄
の
歌
唱
指
導
に
よ
り
ニ
コ
ラ

イ
山
田
兄
の
ギ
タ
ー
伴
奏
の
も
と
全

員
で
お
別
れ
の
歌
で
あ
る
「
シ
ャ

ロ
ー
ム
の
歌
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ハ
リ
ッ
サ
土
田
姉
と
マ
ト

ロ
ナ
土
田
姉
の
親
子
ピ
ア
ノ
連
弾

と
、
マ
ト
フ
ェ
イ
土
田
兄
の
ピ
ア
ノ

演
奏
に
は
、
皆
で
聴
き
入
り
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
即
興
で
水
口
神
父

様
が
ハ
ー
プ
を
弾
い
て
く
だ
さ
り
、

お
別
れ
の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
送
別
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
水

口
神
父
様
と
オ
リ
ガ
マ
ト
シ
カ
様
の

石
巻
で
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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▲
 

▲
 

水
口
神
父
様
・
オ
リ
ガ
マ
ト
シ
カ
様
送
別
会 

 

ア
キ
ラ
笹
川
晧 

▲
 

ニ
コ
ラ
イ 

本
多
弘
明 

聖
歌
隊
総
会 

聖
歌
隊
に
よ
る
合
唱 

ス
テ
フ
ァ
ン
高
橋
兄
の
演
奏 

土
田
フ
ァ
ミ
リ
イ
の
演
奏 

 

今
年
も
、
猛
暑
の
時
期

の
聖
歌
隊
総
会
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
14
名

の
聖
歌
隊
員
が
、
夏
バ
テ

も
な
く
元
気
に
参
加
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
今
回

の
総
会
が
、
聖
歌
隊
に
と

り
水
口
神
父
様
と
オ
リ
ガ

マ
ト
シ
カ
と
と
も
に
語
り

合
え
る
最
後
の
機
会
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
遭
遇
し
て

以
降
、
こ
れ
ま
で
聖
歌
隊

が
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
苦
難
と
試
行
錯
誤
の
日
々

を
送
る
な
か
で
、
水
口
神
父
様
と
マ
ト
シ
カ
に
は
、

い
つ
も
真
摯
か
つ
温
か
く
見
守
り
つ
つ
お
導
き
い
た

だ
き
、
言
葉
で
は
言
え
な
い
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。 

と
は
い
え
、
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
石
巻
正

教
会
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
を
お
願
い
し
た

く
思
い
ま
す
。 

 

神
父
様
と
マ
ト
シ
カ
が 

主
の
御
名
に
よ
る
平
安
に

満
た
さ
れ
、
石
巻
正
教
会
で
も
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 
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中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

消 
 

息 

・
永
眠 

 
 

 

七
月
二
十
五
日 

【
中
新
田
教
会
】 

 

ニ
コ
ラ
イ 

高
橋
貞
雄 

兄
（
78
歳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

  

七
月
二
十
五
日 

【
中
新
田
教
会
】 

 

イ
オ
ア
ン 

後
藤
俊
男 

兄
（
84
歳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

巡
回 

 

8
月
2
日
㈯ 

3
日
㈰
、
水
口
神
父
が
白
河
正
教

会
を
巡
回
し
、
奉
神
礼
を
行
っ
た
。
白
河
教
会
に
お
け

る
水
口
神
父
の
最
後
の
聖
体
礼
儀
と
な
っ
た
。
祈
祷

後
、
会
館
に
お
い
て
昼
食
を
取
り
水
口
神
父
の
送
別
会

が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
全
員
が
一
人
一
人
挨
拶
し
、
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。 

聖
堂
外
壁
修
復
工
事 

 

白
河
生
神
女
進
堂
聖
堂
は
現
在
、
外
壁
修
復
の
工
事

中
で
、
全
体
が
足
場
と
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
聖
堂
は
、
外

壁
の
塗
装
の
剥
が

れ
が
目
立
ち
、
ま

た
基
礎
石
の
表
面

劣
化
も
顕
著
に

な
っ
て
来
て
い
る
た

め
、
修
復
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
８
月

中
に
は
竣
工
す
る

予
定
。 

白
河
正
教
会
だ
よ
り 

  

代
式
祈
祷
と
奉
仕 

 

7
月
13
日
㈰
、
代
式
祈
祷
が
行
わ
れ
、
祈

祷
後
に
、
ロ
ー
ソ
ク
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め

の
芯
作
り
を
行
っ
た
。
砕
い
た
蝋
の
中
か
ら

芯
を
取
り
出
し
、
受
け
金
具
（
こ
れ
も
再
利

用
）
に
つ
な
ぐ
作
業
。
細
か
い
手
作
業
を

黙
々
と
こ
な
し
て
、
た
く
さ
ん
の
芯
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
日
、
芯
を
真
っ
す

ぐ
立
て
て
カ
ッ
プ
に
セ
ッ
テ
ン
グ
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
水
口
神
父
が
教
授
し
た
。 

        

巡
回 

 

7
月
25
日
㈮ 

26
日
㈯
、
水
口
神
父

が
中
新
田
正
教
会
を
巡
回
し
、
奉
神
礼

を
行
っ
た
。
中
新
田
教
会
に
お
け
る
水

口
神
父
の
最
後
の
聖
体
礼
儀
と
な
っ

た
。
引
き
続
い
て
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
と
共

に
マ
カ
リ
イ
若
松
兄
の
一
年
祭
、
ル
カ

板
垣
兄
の
40
日
祭
が
行
わ
れ
た
。
祈
祷

後
、
教
会
西
墓
地
に
お
い
て
、
ア
ン
ナ

高
橋
シ
ギ
子
ご
夫
妻
と
ル
カ
板
垣
兄
の

納
骨
が
行
わ
れ
た
。 



戦
後
80
年
記
念 

 
 
 

（
そ
の
3
） 

昭
和
20
年
の
執
事
会
の
記
録
よ
り 

〇
総
代
会 

（
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
九
日 

午
後
三
時
よ

り 

イ
グ
ナ
テ
ィ
鹿
島
宅
に
於
い
て
開
催
） 

出
席
者 

岩
間
長
司
祭 

菊
地 

鹿
島
（
二
総

代
）
（
片
倉
、
太
田
、
板
橋
の
三
総
代
は
何
れ

も
不
在
の
為 

欠
席
） 

 

岩
間
神
父
よ
り 

 

七
月
十
日
の
戦
災
後
、
間
も
な
く
総
代
会
開

催
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
り
し
も
各
総
代
中
に
は
数

戸
の
罹
災
者
も
あ
り
、
且
つ
聖
堂
焼
失
後
、
焼

失
せ
る
周
囲
の
（
状
態
）
混
乱
状
態
、
秩
序
未

だ
回
復
せ
ざ
る
事
柄
等
も
あ
り
、
旁
々
此
の
総

代
会
は
今
日
に
延
引
せ
る
所
以
な
り
。
猶
お
本

日
は
出
席
者
も
少
な
き
こ
と
な
れ
ば
、
差
し
当

た
り
急
を
要
す
る
事
項
丈
け
御
協
議
を
得
度
き

旨
の
挨
拶
あ
り
て
左
の
協
議
に
移
れ
り
。 

一
、
祈
祷
所
兼
帯
の
司
祭
住
宅
建
築
の
件 

聖
堂
戦
火
（
後
）
前
よ
り
聖
器
物
を
収
容
し
戦

災
後
は
更
に
司
祭
宅
避
難
処
た
り
し
聖
堂
前
の

防
空
壕
は
湿
潤
且
つ
通
風
悪
し
く
保
健
上
衛
生

に
不
適
当
な
る
の
み
な
ら
ず
、
疎
開
収
容
し
つ

つ
あ
る
聖
器
物
の
実
質
を
毀
損
す
る
鮮
な
か
ら

ざ
る
も
の
あ
り
。
此
の
際
、
一
日
も
早
く
祈
祷

所
兼
用
の
司
祭
住
宅
を
建
築
し
当
教
会
と
し
て

の
暫
定
的
祈
祷
所
聖
器
物
保
護
収
容
所
、
且
つ

司
祭
住
宅
に
充
当
す
べ
き
こ
と
を
協
定
せ
り
。 

尚
お
、
上
記
司
祭
住
宅
の
設
計
図
は
便
宜
上
先

般
河
井
氏
に
依
頼
せ
る
が
、
同
氏
が
作
製
せ
る

設
計
図
は
左
の
如
し
。 

（
備
考
） 

一
、
当
住
宅
建
築

の
位
置
は
聖
堂
南

南
西
に
当
た
る
戦

災
前
の
信
徒
控
所

の
場
所
と
す 

一
、
便
所
は
適
当

の
位
置
に
外
便
所

に
造
る
を
可
と
認

む 一
、
本
図
に
記
載
な
き
も
台
所
外
側
の
適
当
の

場
所
に
物
置
一
棟
必
要
と
認
む
。
之
れ
は
当
教

会
境
内
西
北
隅
に
あ
る
「
警
防
団
に
て
造
れ
る

喞
筒
置
き
場
」
を
譲
り
受
け
之
に
当
つ
る
は
得

策
な
ら
ん
。 

一
、
尚
お
、
岩
間
神
父
よ
り
河
谷
氏
に
交
渉
し

該
住
宅
建
築
見
積
書
を
提
出
し
貰
う
予
定
。 

追
記 

 

一
、
其
の
後
、
河
谷
氏
（
河
谷
宇
三
郎
氏
）
よ

り
提
出
せ
る
見
積
書
に
依
れ
ば
上
記
司
祭
住
宅

は
総
坪
十
五
坪
に
て
九
千
五
百
円
也
（
坪
当
り

六
百
参
拾
参
円
餘
な
り
） 

二
、
会
堂
建
築
に
関
す
る
件 

戦
災
後
適
当
な
る
時
期
に
於
い
て
会
堂
を
建
築

せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
此
の
件
に
就
き
て
は
追
っ

て
協
議
を
遂
く
る
こ
と
と
せ
り 

三
、
聖
器
物
保
存
に
関
す
る
件 

聖
器
物
を
現
在
の
侭
、
防
空
壕
に
収
容
し
置
く

時
は
祭
服
の
如
き
は
湿
潤
の
為
め
殆
ん
ど
に
甚

だ
し
き
黴
害
を
受
け
品
質
を
損
す
る
こ
と
著
し

き
を
以
て
、
此
等
聖
器
物
は
可
成
り
速
や
か
に

適
当
な
る
場
所
に
移
転
し
て
保
存
せ
ざ
る
可
か

ら
ず
。
而
し
て
先
ず
差
し
当
た
り
の
移
転
先
と

し
て
鹿
島
信
徒
宅
に
左
記
聖
器
物
を
移
送
す
る

こ
こ
と
せ
り
。 

 
 

祭
服
○
着 

棺
覆 

四
、
戦
災
復
興
費
献
金
の
件 

仙
台
正
教
会
戦
災
復
興
費
基
金
と
し
て
佐
藤
彰

氏
よ
り
金
五
拾
円
、
故
ユ
リ
ヤ
沼
倉
姉
の
遺
言

に
よ
り
金
百
円
を
献
金
せ
ら
れ
た
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 
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9月聖名日 

モレーベンのご案内 

9月14日㈰聖体礼儀後 

▲聖フェクラ 

 9月の聖名日モレーベンに該当

する方々の一覧です。         

日付 聖    名 氏    名（敬称略） 

9/1 フェクラ（パレスチナの聖致命処女） 本多美樹 

9/8 ナタリヤ（ニコミディヤの聖致命女） 勝又禮子、横山昌子、高橋とも子、本間初枝  

9/9 ピーメン（克肖者聖大） 村井 潔 

9/10 モイセイ（スキトの克肖者） 熊谷壮仁 

9/10 サワ（プスコフの克肖者） 熊谷篤彦 

9/12 アレキサンドル（コンスタンチノープルの克肖者） 小野正司、横山俊平 

9/14 シメオン（登塔者） 中川智彦 

9/15 ルフィーナ（カッパドキヤ・ケサリヤの聖致命女） 伊勢美樹、小松京子 

9/17 モイセイ（聖預言者） 大槻守孝、佐藤芳伯、菅原敏明、横山純一 

9/18 エリザベタ（前駆授洗イオアンの母） 遠藤かつ子、八文字積子 

9/18 ザハリヤ（聖預言者） 安東順 

9/19 ミハイル（神使首） 小野寺啓、菅原哲夫、菅原拓也、高橋良和、 
早坂清人、若松貢 

9/24 フェオドラ(アレキサンドリヤの克肖女) 高橋忍 

9/25 フェオドル（アレキサンドリヤの聖致命者） 熊谷崇彦 

9/28 ニキタ（ゴットの聖大致命者） 高橋昌文、村井聡 

9/30 ソフィヤ（ロマの聖致命女） 
板橋久美子、小堀たまき、沢辺澄子、山中歌子、 
菅原きみ子、高橋寿子、佐々木恵理子、小野初美 
平塚喜美子、本間ゆう子  

9/30 ウェラ（ロマの聖致命女） 
沢辺佳子、村井惠子、山中由美、服部幸枝、 
小野 怜、平塚祥子  

9/30 ナデジタ（ロマの聖致命女） 沢辺真澄、清水彩子、佐々木陽子、後藤和枝 

9/30 リュボフ（ロマの聖致命女） 
伊藤智子、高橋秋子、高橋真美、葛西裕子、 
木村富子、大場うめ子、佐藤幾久子、本間美帆  

▲ 克肖者聖大ピーメン 

 ９月14日（日）聖体礼儀に続いて、聖名日モレーベンと共に敬老感謝祈

祷を行った後、会館4階にて新たに赴任されたルカ田畑神父様の歓迎会

と共に敬老会を執り行います。ふるってご参加ください。 

 なお、準備の都合上、9月7日までに、祝賀会参加希望の方は、教会ま

でお知らせくださると幸いです。 

※ 今年は敬老対象者への贈呈品はご用意いたしませんのであしからずご了承ください。 

敬老会モレーベン・祝賀会と 

     田畑神父様の歓迎会 



   

令
和
6
年
8
月
5
日
㈰ 

 
 

午
後
14
時
～
15
時
30
分 

３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

。
※
今
回
の
人
事
異
動
で
水
口
神
父
は
石
巻
へ
、
仙
台

に
は
石
巻
の
田
畑
神
父
が
異
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
旨

が
改
め
て
報
告
さ
れ
た
。 

  ・
永
眠
者 

キ
プ
リ
ー
ラ
横
山
栄
子
姉
（
１
０

２
才
）
8╲

3 

広
島
で
葬
儀 

・
7╲

16
に
水
槽
掃
除
が
ト
ー
エ
イ
ラ
イ
ニ
ン

グ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。 

・
7╲

17
に
水
質
検
査
が
行
わ
れ
、
問
題
な
し

と
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。 

 

・
7╲

22
に
火
災
報
知
器
等
の
点
検
が
中
央
理

化
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
駐
車
場
の
非
常
ベ
ル

の
音
量
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
、
早
速
取
替

を
行
い
、
点
検
結
果
は
優
良
と
な
っ
た
。 

・
7╲

20
に
ミ
ニ
バ
ザ
ー
委
員
会
が
開
か
れ

た
。
田
畑
神
父
様
を
迎
え
て
か
ら
、
ど
う
す
る

か
を
検
討
す
る
こ
と
と
に
な
っ
た
。 

・
7╲

27
に
盛
岡
で
夏
休
み
子
供
会
（
教
区
協

賛
）
が
開
催
さ
れ
た
。
水
口
神
父
が
祈
祷
後
に

参
加
し
、
交
通
費
な
ど
の
清
算
を
行
っ
た
。 

・
会
計
報
告 

 

 

一
般
／
教
区
分
担
金
第
1
回
目
77
万
6
千
円

を
納
め
た
。 

 

収
益
／
7
月
中
に
納
税
を
完
了
し
た
。 

 

二
、
協
議
事
項 

⑴
擁
壁
塗
装
の
件 

 

全
体
の
見
積
も
り
金
額
と
し
て
約
80
万
円
。

七
十
七
銀
行
側
は
見
合
わ
せ
て
正
面
の
み
に
し

て
は
と
い
う
意
見
も
出
た
。
次
の
⑵
と
の
予
算

的
兼
ね
合
い
も
あ
る
。 

⑵
聖
堂
亀
裂
修
復
の
件 

 

現
在
の
塗
料
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
さ
れ
て

い
る
か
否
か
（
調
査
必
要
）
で
8
万
円
ほ
ど
差

は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
90
万
円
を
超
え
る
高
額

の
見
積
も
り
が
提
出
さ
れ
た
。 

 

※
上
記
⑴
と
⑵
と
も
相
見
積
り
を
取
る
こ
と

と
な
り
、
継
続
検
討
課
題
と
す
る
。 

⑶
敬
老
会
の
件 

 

種
々
検
討
し
た
結
果
、
今
年
は
贈
呈
品
（
支

倉
焼
や
ラ
ン
パ
ー
ド
）
は
配
布
し
な
い
こ
と
と

し
、
モ
レ
ー
ベ
ン
と
祝
賀
会
の
み
行
う
。 

㈣
田
畑
神
父
様
歓
迎
会
の
件 

 

敬
老
会
祝
賀
会
と
共
に
開
催
す
る
。
準
備
等

は
婦
人
会
・
方
舟
会
に
一
任
。  
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献 

金 

報 

告 

（7
.7

.2
3

～7
.8

.1
7

） 

○
聖
堂
内
献
金 

五
万
四
千
二
百
六
十
六
円 

○
感
謝
献
金 

五
千
円 

小
野
不
三
江[

横
浜]

、
ラ
ス
ト
コ 

千
円 

 

高
橋
ゆ
り 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

二
千
円 

 

片
上
祐
子
、
及
川
聡
子 

三
千
円 

永
元
道
子 

五
千
円 

木
村
良
治
、
太
田
ち
え
子 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

一
万
円 

田
野
崎
憲
子
〔
ア
ン
ナ
熊
谷
姉
40
日
祭
〕 

 
 
 
 
 

水
口
敦
子 

七
千
円 

安
永
ゆ
り 

五
千
円 

笹
川
皓
、
村
井
恵
子
、
太
田
ち
え
子 

三
千
円 

高
橋
嘉
彦 

千
円 

 

山
中
由
美
、
高
橋
紀
武
、
伊
勢
洋
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
敬
称
略 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

8月10日㈰、月例パニヒダと

共にセルギイ府主教座下の

80年祭の記憶が行われた。 



2
日
㈫ 
定
例
執
事
会
（
14
時
） 

 

6
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
4
調 

7
日
㈰ 

第
13
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 

 
 

 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
16:
13-

24 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
21:

33-
42 

 
 

※ 

こ
の
日
は
代
式
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
す
。  

 
 
 

◆ 

聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日 

6-

7
日 

田
畑
神
父
白
河
出
張 

 

6
日
㈯ 

18
時 

主
日
徹
夜
祷 

 
 

 

 

7
日
㈰ 

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／
秋
の
総
パ
ニ
ヒ
ダ 

13
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
5
調
（
17
時
） 

14
日
㈰ 

第
14
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
後
1:

21-

1:

4 

 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
22:

1-

14 

 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

❖
敬
老
・
聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 

／
田
畑
神
父
様
歓
迎
お
よ
び
敬
老
祝
賀
会 

 

14
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

18
日
㈭ 

宣
教
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会 

於
：一
関 

 

20
日
㈯ 

主
日
・
祭
日
徹
夜
祷 

第
6
調
（
17
時
） 

21
日
㈰ 

第
15
主
日
／
生
神
女
誕
生
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 

書
札 

フ
ィ
リ
ッ
ピ
2:

5-

11
〔
祭
日
〕 

 

福
音 

ル
カ
10:

38-

42
，
11:

27-

28
〔
祭
日
〕 

※
婦
人
会
「山
田
正
教
会
」訪
問 

 

23
日
㈫
・㈷ 

宣
教
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 

 
 

誦
経
奉
仕
者
研
修
会 

於
：金
成 

 
 26-

27
日 

田
畑
神
父
中
新
田
出
張 

 

 

26
日
㈮  
十
字
架
挙
栄
祭
17
時 

晩
祷 

 
 

 

27
日
㈯ 
十
字
架
挙
栄
祭 

10
時 

聖
体
礼
儀 

 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
1:

18-

24 

 

福
音 

イ
オ
ア
ン
19:
6-
11

13-

20

25-

28

30-

35 

27
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
7
調
（
17
時
） 

28
日
㈰ 

第
16
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
後
6:

1-
10 

 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
25:

14-

30 
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9
月
行
事
・

奉
事
予
定 

    9月の予定 

【代式祈祷】7㈰ 

【聖堂清掃奉仕】7㈰ 

【月例パニヒダ】14㈰ 

【敬老・聖名祭感謝祈祷】14㈰ 

【歓迎会・敬老祝賀会】14㈰ 

【婦人会】山田正教会訪問 20-21㈰ 

【聖歌練習】→7㈰[発声練習]、28㈰ 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なく申し出ください。 

誦経奉仕者研修会  

今年も誦経奉仕者研修会が金成教会にて

開催されます。今回は机上の学びではな

く実践に絞った内容を予定しています。 

プライベート・レッスンのような懇切丁

寧な研修会にしたいと思います。ぜひご

参加ください ！  

  日時：９月２３日㈫・秋分の日 

  場所：金成ハリストス正教会  


